
表 1．染毛剤製造販売承認基準に記載されている有効成分．

区分
*1 成分名 濃度上限（%）

*2
感作性

*3 EU域内使用

オルトアミノフェノール 3.0

硫酸オルトアミノフェノール 3.0

硫酸オルトクロルパラフェニレンジアミン 1.5 Moderate 不可

硫酸4,4'-ジアミノジフェニルアミン 1.0 － 不可

トルエン-2,5-ジアミン 2.5

塩酸トルエン-2,5-ジアミン 4.5

硫酸トルエン-2,5-ジアミン 4.5

トルエン-3,4-ジアミン 0.5 － 不可

パラアミノフェノール 3.0

硫酸パラアミノフェノール 4.0

パラフェニレンジアミン 3.0

塩酸パラフェニレンジアミン 4.5

硫酸パラフェニレンジアミン 4.5

パラメチルアミノフェノール 1.0

硫酸パラメチルアミノフェノール 3.0

N-フェニルパラフェニレンジアミン 2.0

塩酸N-フェニルパラフェニレンジアミン 0.5

酢酸N-フェニルパラフェニレンジアミン 4.5

カテコール 1.5 － 不可

ヒドロキノン 2.5 － 不可

C 硫酸2,2'-[(4-アミノフェニル)イミノ]ビスエタノール 0.1–2.2
*4 Strong 可

5-アミノオルトクレゾール 1.0

硫酸5-アミノオルトクレゾール 4.5

3,3'-イミノジフェノール 1.5 － 不可

2,6-ジアミノピリジン 1.0 Strong 可

塩酸2,4-ジアミノフェノキシエタノール 0.5 Moderate 可

1,5-ジヒドロキシナフタレン 0.5 Moderate 可

メタアミノフェノール 2.0

硫酸メタアミノフェノール 2.0

メタフェニレンジアミン 1.0

塩酸メタフェニレンジアミン 0.5

硫酸メタフェニレンジアミン 3.0

5-(2-ヒドロキシエチルアミノ)-2-メチルフェノール 0.5 Not classifiable 可

ジフェニルアミン － － 不可

α-ナフトール － Strong 可

ピロガロール 2.0 － 不可

フロログルシン － － 不可

レゾルシン 2.0 Strong 可

塩酸2,4-ジアミノフェノール 0.5

硫酸2,4-ジアミノフェノール 1.0

2-アミノ-4-ニトロフェノール 2.5 －

2-アミノ-5-ニトロフェノール 1.5

硫酸2-アミノ-5-ニトロフェノール 1.5

1-アミノ-4-メチルアミノアントラキノン 0.5 －

1,4-ジアミノアントラキノン 0.5 Moderate

ニトロパラフェニレンジアミン 3.0

塩酸ニトロパラフェニレンジアミン 2.0

硫酸ニトロパラフェニレンジアミン 3.5

パラニトロオルトフェニレンジアミン 1.5

硫酸パラニトロオルトフェニレンジアミン 2.0

硫酸パラニトロメタフェニレンジアミン 3.0 －

ピクラミン酸 3.0

ピクラミン酸ナトリウム 1.0

N,N'-ビス(4-アミノフェニル)-2,5-ジアミノ-1,4-キノンジイミン 1.5 －

B 没食子酸 4.0 －

*1

*2 区分A及びBの成分については、区分Cを含まない場合の上限．

*3 SCCS/1509/13より転載．

*4 組み合わせにより異なる．

不可－

Results indicate

sens potential
可

不可－

可Extreme

可Strong

可

Extreme 可

不可－

A

可

区分A：区分Cの成分を含まない場合は必ず1種類以上配合．区分B：区分Cの成分を含まない場合は必要に応じて配合．区分C：別に定める

組み合わせによって配合．

Extreme

Moderate

Moderate

Strong 可

A

A

A

B

B

－

－

Extreme

配合の目的

プレカーサー

カップラー

プレカーサー/

カップラー

直接染料等
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図 1．酸化染料から形成される色素として提唱される構造．A．Bandrowski’s base．B．パラフェニレンジアミ

ンおよび 5-(2-ヒドロキシエチルアミノ)-2-メチルフェノールから形成される二核体．C．パラフェニレンジアミン

およびメタアミノフェノールから形成される三核体．

－ 19 －



表
2
.調

査
し
た
諸

国
の
製

品

製
品
番
号

国
会

社
製
品
名

セ
ル

フ
テ
ス
ト
の

名
称

1
L

‘O
R

E
A

L
E

X
C

E
L

L
E

N
C

E
C

rè
m

e
s

k
in

a
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e

rg
y

te
s

t

2
P

&
G

C
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o
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e
'n

E
a

s
y

s
ki

n
a

ll
e
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y

te
s

t(
外
箱

) 、
a

ll
e

rg
y

a
le

rt
te

s
t(
添
付
文

章
)

3
C

o
m

b
e

JU
S

T
F

O
R

M
E

N
T

O
U

C
H

O
F

G
R

A
Y

s
k
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ll
e

rg
y

p
a

tc
h

(a
le

rt
)t

e
s

t

4
R

e
vl

o
n

C
O

L
O

R
S

IL
K

B
E

A
U

T
IF

U
L

C
O

L
O

R
s

k
in

a
ll
e

rg
y

te
s

t

5
H

e
n

ke
l

K
E

R
A

T
IN

C
O

L
O

R
s

k
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a
ll
e

rg
y

te
s

t

6
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‘O
R

E
A

L
E

X
C

E
L

L
E

N
C

E
C

rè
m

e
s

k
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a
ll
e
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y

te
s

t
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P

&
G

C
la

ir
o

lN
ic

e
'n

E
a

s
y

s
k
in

a
ll
e

rg
y

te
s

t
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‘O
R

E
A

L
E

X
C

E
L

L
E

N
C

E
C
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m

e
a

ll
e

rg
y

a
le

rt
te

s
t

9
P

&
G

C
la

ir
o

lN
ic

e
'n

E
a

s
y

a
ll
e

rg
y

a
le

rt
te

s
t

1
0

H
e

n
ke

l
S

ch
w

a
rz

ko
p

f
L

IV
E

IN
T

E
N

S
E

C
O

L
O

U
R

a
ll
e

rg
y

a
le

rt
te

s
t

1
1

L
‘O

R
E

A
L

E
X

C
E

L
L

E
N

C
E

C
rè

m
e

a
lle

rg
ie
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a
ch

ts
te

s
t

1
2

H
e

n
ke

l
S

ch
w

a
rz

ko
p

f
L

IV
E

IN
T

E
N

S
E

C
O

L
O

U
R

a
lle

rg
ie

ve
rd

a
ch

ts
te

s
t

1
3

フ
ラ
ン
ス

H
e

n
ke

l
S

c
h

w
a

rz
ko

p
f
B

R
IL

L
A

N
C

E
te

s
t
d

'a
le

rt
e

d
'a

ll
e

rg
ie

1
4

花
王

ブ
ロ
ー
ネ

香
り
と
艶

カ
ラ
ー

皮
膚

ア
レ
ル
ギ
ー

試
験
（
パ
ッ
チ
テ
ス
ト
）

1
5

ホ
ー
ユ
ー

ビ
ゲ
ン

ク
リ
ー
ム
ト
ー
ン

皮
膚

ア
レ
ル
ギ
ー

試
験
（
パ
ッ
チ
テ
ス
ト
）

1
6

エ
ヌ
・
エ
ル
・
オ
ー

（日
本
ロ
レ
ア
ル
）

エ
ク
セ
ラ
ン
ス

ク
リ
ー
ム

皮
膚

ア
レ
ル
ギ
ー

試
験
（
パ
ッ
チ
テ
ス
ト
）

1
7

シ
ュ
ワ
ル
ツ
コ
フ

ヘ
ン
ケ
ル

サ
イ
オ
ス

ヘ
ア
カ
ラ
ー

皮
膚

ア
レ
ル
ギ
ー

試
験
（
パ
ッ
チ
テ
ス
ト
）

日
本

米
国

カ
ナ
ダ

英
国

ド
イ
ツ

－ 20 －



表
3
.
調

査
し
た
諸

国
製
品
の
外
箱
に
お
け
る
使
用
上
の
注
意
表
示

カ ブ レ ・ 頭 皮

状 態

1
○

○
○

○
○

○
○

○
○

2
○

○
○

○
○

○
○

－
－

3
○

○
○

○
○

○
○

－
○

4
○

○
○

○
○

○
○

○
○

5
○

○
○

○
○

○
○

○
○

6
○

○
○

○
○

○
○

○
○

7
○

○
○

○
○

○
○

○
○

8
○

○
○

○
○

○
○

－
○

9
○

○
○

○
○

○
○

○
○

1
0

○
○

○
○

○
○

○
○

－

1
1

○
○

○
○

○
○

○
－

○

1
2

○
○

○
○

－
○

○
－

－

フ
ラ
ン
ス

1
3

○
○

○
○

－
○

○
－

－

1
4

○
－

○
○

○
○

○
－

○

1
5

○
－

○
○

○
○

○
－

－

1
6

○
○

○
○

○
○

○
○

○

1
7

○
－

○
○

○
○

○
－

○

米
国

カ
ナ
ダ

染
毛
剤

セ ル フ テ ス ト

ご
注

意
：
本

製
品

に
は

、
お
客

様
に
よ
っ
て
は

皮
膚

の
か

ぶ
れ
を
引
き
起
こ
す
お
そ
れ
が
あ
る
成
分
が
含
ま
れ

て
い
ま
す
。
必

ず
添

付
の

指
示

に
従

っ
て
事

前
に
ア
レ
ル

ギ
ー
テ
ス
ト
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。
本
製
品
は
、
ま
つ
毛

や
眉

毛
の

染
毛

に
使

用
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。
失

明
す
る
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
。

製
品

番
号

消
費
者
へ
の
情
報
提
供

消
費
者
へ
の

指
示

国

『
化
粧
品
規
則
』
特
定
の
化
粧
品
に
対
す
る
個
別
要

件
2
2
.
パ
ラ
フ
ェ
ニ
レ
ン
ジ
ア
ミ
ン
ま
た
は
他
の
コ
ー

ル
タ
ー
ル
染
料
や
コ
ー
ル
タ
ー
ル
中
間
体
を
含
む
染

毛
剤
は
、
（
a
）
以
下
の
警
告
文
を
直
接
容
器
と
外
箱

の
両
方
の
ラ
ベ
ル
に
記
載
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

染 毛 剤

タ ト ゥ ー

年 齢 制 限

ご
注

意
：
本

製
品

に
は

、
お
客

様
に
よ
っ
て
は

皮
膚

の
か

ぶ
れ
を
引
き
起
こ
す
お
そ
れ
が
あ
る
成
分
が
含
ま
れ

て
い
ま
す
。
必

ず
添

付
の

指
示

に
従

っ
て
事

前
に
ア
レ
ル

ギ
ー
テ
ス
ト
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。
本
製
品
は
、
ま
つ
毛

や
眉

毛
の

染
毛

に
使

用
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。
失

明
す
る
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
。

『
連
邦
食
品
・
医
薬
品
・
化
粧
品
法
』
第

6
章

化
粧
品

左
記
の
出
典

規 定 や 自 主 基 準 等 記

載 す べ き 表 示

ア レ ル ギ ー 関 連

・
薬

液
が

目
に
入

ら
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
ま
つ
毛
や
眉
毛
の
染
毛
に
は
使
用
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。


製

品
が

目
に
入

っ
た
場

合
は

、
す
ぐ
に
十

分
に
洗

い
流

し
て
く
だ
さ
い
。


付

属
の

手
袋

を
着

用
し
て
く
だ
さ
い
。


染

毛
後

、
よ
く
髪

を
洗

い
流

し
て
く
だ
さ
い
。


幼

小
児

の
手

の
届

か
な
い
と
こ
ろ
に
保

管
し
て
く
だ
さ
い
。

『
C

O
L
IP

A
推
奨

N
o
.2

4
a
個
人
向
け
染
毛
製
品
に

対
す
る
表
示
情
報
と
注
意
表
示
』

○
ご
使

用
の

際
は

使
用

説
明

書
を
よ
く
読

ん
で
正

し
く
お
使

い
下
さ
い
。

○
ヘ
ア
カ
ラ
ー
は

ま
れ

に
重

い
ア
レ
ル

ギ
ー
反

応
を
お
こ
す
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

○
次

の
方

は
使

用
し
な
い
で
下

さ
い
。

・
今

ま
で
に
本

品
に
限

ら
ず
ヘ
ア
カ
ラ
ー
で
か

ぶ
れ

た
こ
と
の
あ
る
方

・
今

ま
で
に
染

毛
中

ま
た
は

直
後

に
気

分
の

悪
く
な
っ
た
こ
と
の
あ
る
方

・
頭

皮
あ
る
い
は

皮
膚

が
過

敏
な
状

態
に
な
っ
て
い
る
方

（
病
中
、
病
後
の
回
復
期
、
生
理
時
、
妊
娠
中
等
）

・
頭

、
顔

、
首

筋
に
は

れ
も
の

、
傷

、
皮

膚
病

が
あ
る
方

○
ご
使

用
の

際
に
は

使
用

説
明

書
に
し
た
が

い
、
毎

回
必

ず
染
毛
の

4
8
時
間
前
に
皮
膚
ア
レ
ル
ギ
ー

試
験

（
パ

ッ
チ
テ
ス
ト
）
を
し
て
く
だ
さ
い
。

○
薬

液
や

洗
髪

時
の

洗
い
液

が
目

に
入

ら
な
い
よ
う
に
し
て
下
さ
い
。

○
眉

毛
、
ま
つ
毛

に
は

使
用

し
な
い
で
下

さ
い
。

○
幼

小
児

の
手

の
届

か
な
い
と
こ
ろ
に
保

管
し
て
下

さ
い
。

○
高

温
や

直
射

日
光

を
避

け
て
保

管
し
て
下

さ
い
。

『
「
染
毛
剤
の
外
箱
（
個
装
箱
）
等
に
表
示
す
る
使
用

上
の
注
意
事
項
（
自
主
基
準
）
」
平
成

1
7
年

1
2
月

1
3

日
日
本
ヘ
ア
カ
ラ
ー
工
業
会
』

英
国

ド
イ
ツ

日
本

リ
ス
ク
情
報

説 明 書 へ の 誘 導

注
意
事
項

規
定

や
自

主
基

準
等

記
載

す
べ
き
表
示
の
内
容

使
用
不
可

そ の 他

－ 21 －



表4. 調査した諸国製品の添付文書における使用上の注意表示

カ
ブ
レ
・

頭
皮

状
態

1 ○ － ○ ○ ○ ○ － － ○ ○

2 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○

3 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○

4 ○ ○ ○ ○ ○ ○ － － ○ ○

5 ○ ○ ○ ○ ○ ○ － － ○ ○

6 ○ ○ ○ ○ ○ ○ － － ○ ○

7 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○

8 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○

9 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○

10 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○

11 ○ ○ ○ ○ ○ ○ － － ○ ○

12 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○

フランス 13 ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

14 ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

15 ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

16 ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

17 ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

製品番号国

消費者への指示

日本

米国

カナダ

英国

ドイツ

注意事項消費者への情報提供

染
毛
剤

年
齢
制
限

タ
ト

ゥ
ー

染
毛
中

染
毛
後

規
定
や
自
主
基
準
等
記
載

す
べ
き
表
示

ア
レ
ル
ギ
ー

関
連

そ
の
他

セ
ル
フ
テ
ス
ト

リスク情報
染毛剤

使用不可
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表5. 調査した諸国製品におけるセルフテスト方法等の一覧

塗布薬剤 塗布部位 塗布範囲 塗布後管理 塗布時間 判定時間

the size of

a quarter 洗わない

(25セント硬貨大)

the size of

a quarter 洗わない

(25セント硬貨大)

the size of

a quarter 洗わない

(25セント硬貨大)

the size of

a quarter 洗わない

(25セント硬貨大)

毎回 0.5 in×0.5 in

48時間前 (12 mm×12 mm)

the size of

a quarter 洗わない

(25セント硬貨大)

the size of

a quarter 洗わない

(25セント硬貨大)

毎回必ず 1～2 cm 四方

48時間前 （硬貨1枚のｻｲｽﾞ）

毎回必ず 1、2剤

48時間前 混合

毎回必ず

48時間前

毎回必ず １ユーロ硬貨

48時間前 （1～2 cm2
）大

毎回必ず 約1 cm×1 cmの

48時間前 大きさ

必ず 45分と

48時間前 48時間

毎回必ず 1、2剤 30分と

48時間前 混合 48時間

毎回必ず 1、2剤 30分と

48時間前 混合 48時間

毎回必ず 1、2剤 30分と

48時間前 混合 48時間

毎回必ず 1、2剤 30分と

48時間前 混合 48時間

48時間

48時間

48時間

48時間

洗わない

洗わない

洗わない

洗わない

カナダ

英国

ドイツ

フランス

1、2剤

混合

洗い流す

洗い流す

洗わない

洗わない

洗い流す

洗わない

1剤 肘の内側部分 1 cm2
程度の大きさ

10 －

日本

15 － 腕の内側 10円硬貨大

14 － 腕の内側 10円硬貨大

17 － 腕の内側 10円硬貨大

16 － 腕の内側 10円硬貨大

12 － 1剤 肘の部分 48時間45分

45分13 －

48時間

11 － 1剤 耳の後ろ側

45分

48時間

48時間

9 － 肘の内側部分 1 cm 四方 48時間

48時間

1剤 肘の内側部分 1 cm 四方

8

48時間

－ 1剤 耳の後ろ

毎回必ず
48時間前

毎回必ず
48時間前

1、2剤

混合

48時間

6 ○ 肘の内側部分

48時間

3 ○ 1剤式 肘の内側部分 48時間

48時間

7 － 肘の内側部分 48時間

48時間

48時間

毎回必ず
48時間前

1、2剤

混合

米国

毎回必ず
48時間前

48時間

48時間
毎回必ず
48時間前

1、2剤

混合
2 － 肘の内側部分

国

4 ○ 肘の内側部分 48時間

5 －

製品番号
セルフテスト
実施時期

セルフテスト
前準備

セルフテスト試験方法

1 〇 肘の内側部分 48時間
毎回必ず
48時間前

48時間
1、2剤

混合

1剤 肘の内側部分 48時間洗い流す

48時間

45分

－ 23 －



項
目

内
容

実
施

時
期

セ
ル

フ
テ
ス
ト
を
実

施
す
る
時

期
は
、
全

て
の
製

品
で
「
4
8
時
間

前
」
と
な
っ
て
お
り
、
殆

ど
の

製
品
で
は

「
毎

回
必
ず
」
の

記
載
が

あ
っ
た
。

前
準

備
今
回

調
査

し
た

1
7
製

品
中

4
製

品
で
セ
ル

フ
テ
ス
ト
前

準
備

の
記

載
が
あ

っ
た

。
具

体
的

に
は

、
「
肘

の
内

側
部

分
の

1
0
円

硬
貨

大
ほ
ど
の

部
位
を
せ
っ
け
ん

と
水

で
洗

い
、
軽

く
た
た
い
て
乾
か

す
。
」
と
の

記
載
が

あ
り
、
セ
ル

フ
テ
ス
ト
す
る
部

位
を
事

前
に
洗

浄
す
る
こ
と
を
求
め
て
い
た
。

テ
ス
ト
液

セ
ル

フ
テ
ス
ト
の

テ
ス
ト
液

は
、

1
剤

単
独
と

1
剤

と
2
剤

と
を
混

合
し
た
液

を
用

い
る
場
合

が
あ
る
が
、
同

一
メ
ー
カ
ー
で
も
発

売
し
て
い
る
国

で
テ
ス
ト
液

の
調

製
が

異
な

っ
た

り
、
同
じ
国

で
も
テ
ス
ト
液
が

異
な
っ
た
り
と
バ

ラ
バ

ラ
の

状
況

で
あ
っ
た
。

塗
布

部
位

1
7
製
品

中
1
1
製

品
が

「
肘

の
内

側
」
、

4
社

が
「
腕

の
内
側

」
、

3
社

が
「
耳

の
後

ろ
」
で
あ
っ
た
。

塗
布

範
囲

全
製

品
と
も
お
よ
そ

1
0
円

玉
硬

貨
大

程
度

で
あ
っ
た

塗
布

時
間

1
7
製
品

中
1
3
製

品
が

4
8
時

間
は

洗
わ

ず
乾

燥
さ
せ
る
が
、

4
製

品
（
1
社

の
み
）
が

4
5
分
後

に
洗
い
流

す
よ
う
記

載
さ
れ

て
い
た
。

判
定

時
間

1
7
製
品

中
1
3
製

品
は

4
8
時

間
の

み
の

判
定

で
、

1
製

品
は

4
5
分

と
4
8
時

間
で
あ
っ
た
。
日

本
製

品
は

、
判

定
時

間
が

3
0
分

と
4
8
時

間
で
あ
っ
た
。

身
体

を
洗

う
と
き

1
7
製
品

中
3
製

品
（
1
社
）
で
は

「
身
体

を
洗

う
と
き
は

、
こ
の

部
位

を
絆

創
膏

で
保

護
し
、
洗

い
終
わ

っ
た
ら
す
ぐ
に
外

し
て
く
だ
さ
い
。
」
の
記

載
が

あ
っ
た
。

セ
ル

フ
テ
ス
ト
の
保

証
1
7
製
品

中
7
製

品
で
、
「
こ
の
ア
レ
ル

ギ
ー
テ
ス
ト
は

、
染
毛

の
際

に
ア
レ
ル

ギ
ー
反

応
が

起
き
な
い
こ
と
を
保
証

す
る
も
の

で
は

あ
り
ま
せ

ん
」
と
の

記
載

が
あ
っ
た
。

表
6
.
調

査
し
た
諸
国

製
品
の

セ
ル
フ
テ
ス
ト
に
関

す
る
ま
と
め
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厚生労働科学研究費補助金（厚生労働科学特別研究事業） 
分担研究報告書 

 
染毛剤等による皮膚障害の防止方策に関わる調査研究 

 
消費者の染毛剤のセルフテストに関する情報収集調査 

 
研究分担者 河上 強志  国立医薬品食品衛生研究所 生活衛生化学部 主任研究官 

研究協力者 秋山 卓美  国立医薬品食品衛生研究所 生活衛生化学部 室長 

研究協力者 五十嵐良明  国立医薬品食品衛生研究所 生活衛生化学部 部長 
 

本研究では、消費者の行うセルフテストの方法に関する諸外国の規定等やその科学的

根拠について調査した。調査は 15 の国や地域（日本、米国、カナダ、中国、韓国、イ

ンド、南アフリカ、メキシコ、オーストラリア、台湾、EU、東アフリカ共同体、アラブ

湾岸協力会議、南米南部共同市場、ASEAN）を対象とした。セルフテストの実施及びそ

の方法が規定されていたのは、6 つの国や地域（日本、カナダ、韓国、インド、台湾及

び東アフリカ共同体）で、実施のみ規定されていたのが 7 つの国や地域（米国、中国、

南アフリカ、メキシコ、オーストラリア、アラブ湾岸協力会議及び南米南部共同市場）

であった。EU では法規制は無く、セルフテストの実施のみ業界の自主基準で定めてい

た。セルフテスト方法を規定している国や地域では、塗布薬剤の調製方法（1 剤と 2 剤

とを混合）や、塗布部分を乾燥させる等の方法は同じであったが、塗布部位やアレルギ

ーの判定時間にわずかな差異が認められた。一方、セルフテスト方法について規定の無

い国や地域では、各製造販売業者が製品にそれぞれのセルフテスト方法を記載してい

た。一部の製品では塗布薬剤は 1 剤のみであったり、塗布 30～40 分後には洗い流した

りと、規定のある国や地域と異なっていた。いずれにしても、規定のある国や地域及び

自主基準において、セルフテスト方法論の根拠となる学術情報は確認できなかった。セ

ルフテストの判定結果に影響を及ぼすと考えられる、塗布薬剤の調製方法や塗布時間等

の項目について学術論文等を調べた。EU では、セルフテストの実施そのものについて

有効性と危険性が議論されている。 

 
 

A．研究目的 

 毛染めによる皮膚障害のほとんどはアレル

ギー性接触皮膚炎であり、その主要因は酸化染

毛剤である。しかし、アレルギーを引き起こす

成分を使用する酸化染毛剤の代わりとなるよ

うな染毛剤は存在せず、消費者が代替品を使用

し皮膚炎発症のリスクを回避することが出来

ないのが現状である。これまでも厚生労働省や

製造販売業者から毛染めによる皮膚炎のリス

クについては注意喚起されてきたが、平成 27

年 10月 23日には消費者庁の消費者安全調査委

員会の「毛染めによる皮膚障害」に関する事故
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